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熊本市現代美術館 アート・キッスレター

巻
頭
言

「
ジ
ブ
リ
の
立
体
建
造
物
展
」が
熊
本
に
残
し
た
も
の

熊
本
市
内
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
・
通
町
筋
の
交
差
点
周
辺
は
、
一
年
を

通
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
今
回
、
そ
の
信
号
が
赤
か
ら
青
へ
変
わ

る
ご
と
に
、
目
の
前
に
あ
る
熊
本
市
現
代
美
術
館
に
押
し
寄
せ
る
観
客
の
流

れ
は
圧
巻
で
し
た
。「
ジ
ブ
リ
の
立
体
建
造
物
展
」
の
会
期
中
、
一
貫
し
て
目

立
っ
た
の
は
家
族
づ
れ
で
あ
り
、
と
り
わ
け
そ
の
子
供
た
ち
の
生
き
生
き
し

た
足
ど
り
は
印
象
的
で
し
た
。
彼
等
は
地
上
階
か
ら
3
階
の
美
術
館
ま
で
の

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
は
間
に
合
わ
ず
、
階
段
を
駆
け
上
が
り
、
そ
し
て
帰
り

に
は
駆
け
下
り
て
行
く
の
で
し
た
。

多
く
の
観
客
に
と
っ
て
こ
の
展
覧
会
は
、
す
で
に
自
分
た
ち
の
記
憶
に
あ

る
ジ
ブ
リ
世
界
と
異
な
っ
た
新
た
な
記
憶
を
、
身
体
に
刻
ん
だ
こ
と
と
想
像

し
ま
す
。
入
り
組
ん
だ
会
場
で
は
馴
染
み
の
動
画
イ
メ
ー
ジ
が
、
静
止
し
た

立
体
建
造
物
や
原
画
と
し
て
次
々
と
現
れ
ま
す
。
こ
れ
は
自
分
が
静
止
し
て

動
画
の
ア
ニ
メ
を
見
る
と
い
う
体
験
と
は
逆
転
し
た
、
こ
ち
ら
が
動
き
、
静

止
し
た
原
画
や
建
造
物
に
出
合
っ
て
い
く
と
い
う
新
鮮
な
体
験
と
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。　
　

こ
こ
で
は
絵
画
、
彫
刻
、
建
築
が
統
合
さ
れ
る
有
機
的
で
創
造
的
な
空
間

造
り
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
創
出
す
る
自
然
は
凶
暴
で

あ
る
と
同
時
に
限
り
な
く
美
し
く
、
私
た
ち
が
抱
く
畏
怖
の
念
に
重
な
り
ま

す
。
こ
の
「
立
体
建
造
物
展
」
は
、
私
た
ち
の
美
術
館
の
広
々
と
し
た
空
間

を
巧
み
に
使
い
、
劇
的
で
余
裕
の
あ
る
展
示
空
間
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
の
入
場
者
数
は
20
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
都
市
圏

で
は
な
い
地
方
公
立
美
術
館
と
し
て
は
破
格
の
記
録
と
言
え
ま
す
。
通
常
を

は
る
か
に
超
え
た
賑
わ
い
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
人
の
流
れ
は
概
し
て
円
滑

で
し
た
。
こ
の
動
員
数
で
入
場
数
時
間
待
ち
等
の
混
乱
は
生
じ
ず
常
に
整
然

と
し
て
い
た
の
は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

多
く
の
観
客
、
と
り
わ
け
子
供
た
ち
の
入
館
時
と
展
覧
会
を
見
終
わ
っ
て

美
術
館
を
去
る
時
の
あ
の
輝
く
表
情
は
、
熊
本
地
震
を
経
験
し
た
後
に
、
こ

の
展
覧
会
が
い
や
し
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
証
し
で
あ
っ
た
と
言
え
ま

し
ょ
う
。

熊
本
市
現
代
美
術
館
館
長　

桜
井
武

知っとるね？ くまもとのお宝、大公開てばい！
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昨
年
4
月
に
熊
本
地
震
が
起
き
た
際
に
は
、

今
回
の
熊
本
ア
ー
ト
パ
レ
ー
ド
を
開
催
で
き

る
状
況
に
あ
る
の
か
、
被
災
地
の
方
々
の
こ

と
を
と
て
も
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

出
品
さ
れ
た
作
品
を
見
て
、
被
災
さ
れ
て
大

変
な
状
況
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
向

き
に
踏
み
出
そ
う
と
す
る
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
受
け
た
の
で
、少
し
安
心
し
た
次
第
で
す
。

出
品
作
品
は
非
常
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で

お
り
、
楽
し
く
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
テ
ー
マ「
未
来
の
お
み
や
げ
」は
、

震
災
以
前
に
決
め
て
い
た
も
の
で
す
。
私
自

身
も
、「
絶
望
的
な
状
況
か
ら
で
も
希
望
に
あ

ふ
れ
た
発
信
が
で
き
る
」
力
が
ア
ー
ト
に
は

き
っ
と
あ
る
と
信
じ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
発
信
す
る
作
品
を
多
数
見
る
こ

と
が
で
き
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

熊本市現代美術館賞の《大丈夫
だよ》は、細かく丁寧な仕事ぶり
と、奥行きのある仕上がりを評
価しました。この絵には、誰の
心にも届くような安心感が表現さ
れており、震災の恐怖を和らげて
くれるような力があります。心の
深いところに響いてくる作品で、
まるで「心の薬」のようです。

井手宣通賞の《出発》は、熊本の
象徴の一つである路面電車がモ
チーフです。昔からの変わらない
姿で場所と場所とを繋いでいること
が、過去から未来へと繋がるイメー
ジと重なり、今回のテーマにマッチ
していました。独特のデフォルメと
色遣いによって夢のような世界が作
られていますが、不思議な懐かし
さも感じさせます。

会期：平成29年1月28日（土）～2月12日（日）
主催：熊本市現代美術館（熊本市・公益財団
　　  法人熊本市美術文化振興財団）
協力：コラボレーターの会

第28回熊本市民美術展
熊本アートパレード

K U M A M O T O  A R T  P A R A D E

テーマ   「未来のおみやげ」

審査員  ヤノベケンジ（現代美術作家）

アートパレード大賞の《予知夢君》は、機械的なものでありキャ
ラクター的なもので、私の美意識や趣味性との類似点が多く、
目を引くものでした。実際に起こったことを受けて、社会をどう
変えていくかということを、具体的な形に表すことができていま
す。また、仕上がりの精度の高さとユーモラスな形態は、美術館
だけでなく街中にあったとしても存在感を放つと思います。科学
の進歩とともに、本当に地震などを予知する機能を持ったものと
して現れることを予感させ、現代社会とも接続できるような作品
になっている点を評価します。

堀川仁彦《予知夢君》
［立体部門］

光武美沙希《大丈夫だよ》
［平面部門］

中村妃菜《出発》
［平面部門］

井手宣通賞

熊本市現代美術館賞

アートパレード大賞
（熊本市賞）

総出品数

２６９点

作品講評 ： ヤノベケンジ
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《はくしゅ》は、のびのびとした筆遣いが魅
力的でした。人の心を一つにしたり、人々
を元気づけたりする「拍手」という言葉の
選択も、大変に良かったと思います。

《日本国》は、カリカチュア的でありながら、
日本の伝統的な技法とも重なって、奥行き
のある世界観が表わされていると思います。
自分たちのアイデンティティを見つけて世界
に発信しようとする、現代の若者の姿勢が
うかがわれ、好感のもてる作品です。

《心地良い場面》は、見る人を飽きさせま
せん。緻密で豊かな仕上がりです。画面
に詰め込まれた幸福感や濃縮された喜び
が、人 と々共有されながら未来を作ってい
くようです。

《ひかりのなかの子どもたち》は、まるで
天国の天使たちと出会ったかのようです。
被災地で撮られた作品ということで、子供
のもつエネルギーが、悲劇を希望に変えて
くれるようなイメージであると感じました。

《熊本ミニチュア計画》は、5 年間のアーカ
イヴを映像として編集されたということで、
震災前の美しい熊本を未来に届けるタイム
カプセルのように出来上がっています。今
回のテーマによく合っています。

オーディエンス賞

ヤノベケンジ賞の《スマイル》は、一見ゆるいモチー
フで落書き風に描かれていますが、見た瞬間につ
い顔がほころんでしまうような、和やかな空気を
醸し出しています。震災の深刻さから離れて、肩
の力を抜きながらのびのびと生きようよ、といっ
たメッセージを感じます。柔らかさの中にも強さを
感じ、非常に惹かれました。

審査員特別賞
（ヤノベケンジ賞）

倉岡哲幸《スマイル》
［平面部門］

カワバタマイ《ひかりのなかの子どもたち》
［平面部門］

佐村佳輝《はくしゅ》
［平面部門］

図師夏向《日本国》
［平面部門］

河野基春《心地良い場面》
［平面部門］

板東俊成
《熊本ミニチュア計画》
［映像部門］

平井敬一
《ウーマン・パワー》
［平面部門］

来場者の皆さんの
投票によって選ばれ
た賞です

優秀賞
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次 回は2 0 1 8 年 3月に

開 催 予 定です！

《フューチャー♡ガール》は、一見単純なイ
ラストのように見えますが、細かなデコレー
ションも施され、時代の空気のようなもの
を体現しています。新しい絵画に出来上
がっていると思います。

《記憶再生ヘルメット》は、記憶を甦らせる
ことができるヘルメット、という夢のある
発明品を描いています。未来的な要素を、
オーソドクスな技法の中に落とし込んでい
ることが非常に面白いです。

《Intention》は、さまざまな現代の人工物
が描きこまれ、それらの持つ危うさのよう
なものが表現されています。繊細な構成と
コラージュに、広がりのある絵画世界を感
じました。

《ポストマン》は、世界観の作り方が素敵
だと思いました。デッサンの軽妙さも非常
に好感が持てます。モチーフであるポスト
マンは、手紙を未来へ運んでいく職業です。
今回のテーマに相応しいものでした。

《光線》は、何がとらえられているのか、
正体不明です。これはエネルギーなのか、
時間の流れなのか。非常に抽象的な写真
です。新しい概念の提示のようにも思われ
ます。

ご
あ
い
さ
つ	

熊
本
市
長　

大
西　

一
史

「
熊
本
市
民
美
術
展　

熊
本
ア
ー
ト

パ
レ
ー
ド
」
は
、
市
民
の
皆
様
と
共

に
創
り
、
共
に
楽
し
む
「
手
作
り
の
美
術
展
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、

平
成
元
年
の
第
１
回
開
催
か
ら
、
今
回
で
第
28
回
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
、
市
民
の
皆
様
か
ら
、
合
計
１
１
,１
５
０
点
も
の
ご
出
品

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
皆
様
の
長
年
に
亘
る
温
か
い
ご
支
援
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
、
芸
術
を
愛
す
る
幅
広
い
年
齢
層
の
皆
様
か
ら

２
６
９
点
も
の
力
作
を
ご
応
募
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
４

月
、
熊
本
地
震
に
よ
り
、
本
市
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

地
震
発
生
直
後
は
、
避
難
者
が
最
大
11
万
人
に
上
り
、
市
民
生
活

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
当
美
術
館
に
お
い
て
も
被
害
を
受
け
、

一
時
閉
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
芸
術
を
愛
す
る
市
民
の
方
々

の
中
に
も
、
作
品
の
制
作
が
困
難
と
な
っ
た
方
も
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
開
催
す
る
本
展
は
、
審
査
員
の
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ

様
よ
り
い
た
だ
い
た「
未
来
の
お
み
や
げ
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

皆
様
の
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
込
め
ら
れ
た
絵
画
、
造
形
作
品

な
ど
の
力
作
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ご
来
場
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
感
性
あ
ふ
れ
る
作
品
の
数
々
を
心
ゆ
く
ま
で
お

楽
し
み
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
熊
本
地
震
を
乗
り
越
え
、
復
興
へ

の
一
歩
を
踏
み
出
す
熊
本
市
民
の
思
い
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
復
興
に
あ
た
り
、
文
化
芸
術
の
持
つ
創

造
性
が
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
本
市
の
文
化
振
興
に
な
お
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
審
査
員
の
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
様
、
企
画
・
運
営
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
「
コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー
の
会
」
並
び
に
「
熊
本
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
展
を
通
し
て
市
民
の
皆
様
の
文
化

芸
術
活
動
が
ま
す
ま
す
輝
き
を
増
し
、
相
互
の
交
流
が
一
層
深
ま

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

馬場暁子《記憶再生ヘルメット》
［平面部門］

ナナイロヒメ
《フューチャー♡ガール》
［平面部門］

敷嶋明子《ポストマン》
［平面部門］杉本祐太《Intention》

［平面部門］

福山大夢《光線》
［平面部門］

奨励賞
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《小島地図》は、円形の中に緻密に描かれ
た作品です。様式にこだわらず、自分の世
界を具体的に描こうとする姿勢、自分の欲
求を絵画に焼き付けようという衝動のよう
なものを強く感じました。

《RiSA. あなたの未来は？》は、小さな子
供がプレゼントを持っており、まさに未来
におみやげを託していくというテーマです。
背景の淡い色と洋服の強い色とのバランス
もとてもいいです。

《包》は、とても気になる作品でした。ミニ
チュアの布団のようであり、また染物の工
芸的な作品にも思えました。「包み込む」
というのがおみやげのイメージに通じ、様々
なことを想起させてくれる作品です。

《兆》には、暗闇の中で閃く新しい何か、
あるいは明滅しながら再生するエネルギー
のようなものが表現されていると思いまし
た。まさに「兆し」です。シンプルな表現
ですが、大変にダイナミックです。

《新しい季節》は、歌というメディアと映像
というメディアの両方を豊かに使った、非
常にクオリティの高い作品です。多くの人
にポジティヴな未来を提供するような力を
持っています。

コラボレーターの会特別賞《塚 原

のスタンダード “ S t a n d a r d  o f  

T sukaha r a”》は、色が美しく、物
語性に富んだ作品です。遺産や生い
立ちといったものを想起させ、鑑賞
していてとても楽しい気持ちにさせ
てくれます。

濱崎文明《小島地図》
［平面部門］

ギャバ釘本《兆》
［書部門］

野田ちか子《新しい季節》
［映像部門］

中島浩二《包》
［立体部門］

松野久美子
《RiSA. あなたの未来は？》
［平面部門］

三藤有希子
《塚原のスタンダード“Standard of Tsukahara”》
［平面部門］

奨励賞

コラボレーターの会特別賞

※本作品は、コラボレーターの
　会の皆さんが選ばれました。
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詩
の
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ま
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と
詩
の
朗
読
の
会
共
催
の
自
作
の
詩
の
朗
読
会
で
す

2
0

1
6

.1
0

.2
7

 

詩
の
朗
読
会　

第
1
5
3
回

テ
ー
マ「
城
」

10
月
の
テ
ー
マ
は
「
城
」。
8
名
の
方
が

詩
を
朗
読
し
ま
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
特

別
な
存
在
で
あ
る
熊
本
城
を
は
じ
め
、
戦
う

城
、
守
る
城
、
権
力
の
象
徴
、
と
い
っ
た
様
々

な
お
城
の
イ
メ
ー
ジ
が
詠
ま
れ
ま
し
た
。
連

れ
添
っ
て
こ
ら
れ
た
旦
那
様
と
の
熊
本
城
の

思
い
出
に
人
生
を
回
想
す
る
詩
も
あ
り
ま
し

た
。「
一
国
の 

一
城
の
」
を
タ
イ
ト
ル
に
し

た
詩
は
、
一
城
の
主
と
自
身
を
比
較
し
な
が

ら
も
、
一
家
の
主
と
し
て
、
震
災
の
中
で
大

切
な
も
の
を
守
る
姿
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
家
族
が
避
難
所
で
車
を
並
べ
た
姿
に

も
一
つ
一
つ
の
「
主
」「
城
」
が
描
写
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
会
の
締
め
く
く
り
は
、
城
に
ち

な
ん
だ
曲
を
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
演
奏
さ
れ
、ほ
っ

こ
り
と
心
が
和
み
ま
し
た
。（
Y
・
M
）

	

【
参
加
人
数
8
人
】

2
0

1
6

.1
1

.2
4

詩
の
朗
読
会　

第
1
5
4
回

テ
ー
マ「
窓
」

11
月
は「
窓
」

と
い
う
テ
ー
マ

で
、
6
名
の
方

が
詩
を
朗
読
さ

れ
ま
し
た
。
窓

を
単
な
る
「
建

物
の
一
部
」
と

し
て
見
る
の
で

は
な
く
、
今
の

世
の
中
を
見
つ

め
る
「
目
」
と

し
て
と
ら
え
た

作
品
が
多
く
、

と
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。

今
回
、
飛
び
入
り
参
加
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
一
人
、
こ
れ
か

ら
作
る
詩
の
構
想
を
話
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
後
の
朗

読
会
が
楽
し
み
で
す
。（
K
・
M
）

	

【
参
加
人
数
6
人
】

2
0

1
6

.1
2

.2
2

詩
の
朗
読
会　

第
1
5
5
回

テ
ー
マ「
サ
ン
タ・ク
ロ
ー
ス
の
家
」

2
0
1
6
年
最
後
の
詩
の
朗
読
会
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
前
と
い
う
こ
と
で
「
サ
ン
タ
・

ク
ロ
ー
ス
の
家
」
を
テ
ー
マ
に
、
10
名
の
方

が
詩
を
吟
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
家
で
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
ど
も
や
冬
の

夜
空
、
孤
独
な
サ
ン
タ
・
ク
ロ
ー
ス
ま
で
、

様
々
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
光
景
が
目
に
浮
か
び

ま
し
た
。
飛
び
入
り
参
加
の
方
は
初
め
て
詩

を
つ
く
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
も
混
ぜ
込
ん
だ
素
敵
な
作
品
で
し

た
。（
M
・
I
）	

【
参
加
人
数
10
人
】

2
0

1
7

.1
.9

入
場
者
20
万
人
を
記
録

「
ジ
ブ
リ
の
立
体
建
造
物
展
」
は
県
内
外
か
ら
連
日

多
く
の
皆
さ
ん
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
お
か
げ

さ
ま
で
合
計
入
場
者
数
は
20
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

当
館
展
覧
会
で
の
こ
れ
ま
で
の
最
多
入
場
者
数
は

「
井
上
雄
彦　

最
後
の
マ
ン
ガ
展
」（
2
0
0
9
）
の

7
9
,5
0
8
人
で
し
た
が
、
そ
の
記
録
を
大
き
く

塗
り
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
震
災
か
ら
の
復

興
の
途
上
に
あ
っ
て
、
本
展
が
、
熊
本
の
ま
ち
が
活

気
を
取
り
戻
す
一
助
と
な
れ
た
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で

す
。（
G
・
S
）

ジ
ブ
リ
の
立
体
建
造
物
展

2
0

1
6

.1
0

.2
9

ジ
ブ
リ
ス
ペ
シ
ャ
ル
レ
ク
チ
ャ
ー
④

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
作
品
の
撮
影

担
当
者
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー

ジ
ブ
リ
ス
ペ
シ
ャ
ル
レ
ク
チ
ャ
ー
の
第

四
弾
と
し
て
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
撮
影

担
当
者
・
藪
田
順
二
さ
ん
（
熊
本
出
身
）

に
よ
る
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
半

で
は
動
画
や
写
真
も
紹
介
し
な
が
ら
、
ス

タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
に
お
け
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
や
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ

の
役
割
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
撮

影
」
と
い
う
名
の
役
職
な
が
ら
、
画
面
上

の
き
ら
め
き
や
透
過
の
エ
フ
ェ
ク
ト
な
ど

ま
で
手
が
け
ら
れ
る
と
い
う
お
話
は
、
多

く
の
方
に
は
意
外
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

後
半
に
は
ジ
ブ
リ
の
日
常
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
気
な
い

日
常
の
記
録
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
、

ジ
ブ
リ
の
皆
さ
ん
が
普
段
か
ら
身
の
回

り
の
風
景
や
人
の
動
き
を
よ
く
観
察
し

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
各
担
当
の
分
野

で
常
に
向
上
心
を
持
っ
て
研
究
を
続
け

て
い
る
様
子
が
窺
え
ま
し
た
。
最
後
の

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
お
仕
事
を
し
て

い
て
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
る
瞬
間
は
？
」

「
カ
メ
ラ
は
ど
の
会
社
の
も
の
が
好
き
で

す
か
？
」
と
い
っ
た
様
々
な
質
問
を
皆

さ
ん
か
ら
受
け
付
け
、
藪
田
さ
ん
は
そ

の
一
つ
一
つ
に
丁
寧
に
答
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。（
K
・
M
）【
参
加
人
数
30
人
】

M U S E U M
I N F O R M AT I O N

2 016 O C T-2 017J A N
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た
。
絵
画
作

品
を
想
像
す

る
と
き
、
私

た
ち
は
し
ば

し
ば
平
面
的

な
矩
形
の

キ
ャ
ン
バ
ス

に
描
か
れ
た

も
の
を
思
い

浮
か
べ
ま

す
。
し
か
し

中
に
は
、
表

現
し
た
い
こ

と
に
合
わ
せ

て
、
そ
の
土
台
と
な
る
ベ
ー
ス
を
規
定
の

枠
組
み
か
ら
独
自
に
変
形
し
た
り
、
組
み

合
わ
せ
て
広
げ
た
り
、
も
し
く
は
そ
の
枠

組
み
を
利
用
す
る
こ
と
で
別
の
視
覚
表
現

を
試
み
た
作
品
も
あ
り
ま
す
。
本
展
で
は

そ
の
よ
う

な
形
を
変

え
た
当
館

の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
作

品
9
点
を

ご
紹
介
し

ま
し
た
。

ま
た
同

会
場
で
は
、

河
原
町
ア
ー

ト
ア
ワ
ー
ド

2
0
1
5 

熊
本
市
現
代
美
術
館（
C
A
M
K
）

賞
受
賞
作
で
あ
る
上
田
耕
平
さ
ん
の

《
G
E
H
E
N
N
A
》（
2
0
1
5-

、
デ

ジ
タ
ル
漫
画
原
稿
に
よ
る
映
像
）
も
同
時

期
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
（
～
2
0
1
7

年
2
月
5
日
ま
で
）。（
M
・
I
）

2
0

1
6

.1
2

.1
7

「
形
が
変
わ
る
こ
と
で
見
え

る
も
の（
見
え
な
い
も
の
）」展

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

「
形
が
変

わ
る
こ
と

で
見
え
る

も
の
（
見

え
な
い
も

の
）」
展
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
を
行

い
ま
し
た
。

リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
雰
囲
気

の
中
で
、
参

加
者
か
ら
の

質
問
に
も
随

時
お
応
え

し
な
が
ら

一
点
一
点
鑑
賞
し
て
い
き
ま
し
た
。
展
示

室
に
入
っ
て
最
初
の
、
星
加
民
雄
さ
ん
の

《
揺
ら
ぎ
・
01
・
黒
の
中
の
青
と
赤
》
は
、

見
る
角
度
に
よ
っ
て
画
面
の
色
が
変
化
。

左
右
に
歩
き
な
が
ら
、
見
え
る
色
、
だ
ん

だ
ん
と
見
え
な
く
な
っ
て
い
く
色
を
お
客

様
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
梅
本
妙

子
さ
ん
の
《
無
限
に
つ
な
が
る
空
間
》
は
、

自
然
な
高
さ
に
見
え
る
よ
う
に
、
あ
え
て

他
の
作
品
よ
り
も
数
値
上
少
し
高
め
に
展

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
ご
紹
介
し
ま

し
た
。
画
面
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
フ
レ
ー
ム
の
形
や
位
置
に

よ
っ
て
も
見
え
方
は
変
わ
っ
て
く
る
こ
と

が
感
じ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。（
Y
・
M
）	

【
参
加
人
数
9
人
】

G
Ⅲ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ⅲ（
G
Ⅲ
）は
、熊
本
、九
州
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

紹
介
し
、応
援
し
て
い
く
ス
ペ
ー
ス
で
す

2
0

1
6

.1
1

.6

G
Ⅲ- vol.112

「
伊
藤
有
紀
恵
展 
カ
ラ
ー
ラ
ブ
ポ
ッ
プ
」

C
A
M
K
レ
ク
チ
ャ
ー
カ
レ
ッ
ジ

「
伊
藤
有
紀
恵
の
作
品
に
つい
て
」

「
伊
藤
有
紀
恵

展 

カ
ラ
ー
ラ
ブ

ポ
ッ
プ
」
の
関
連

イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
企
画
担
当
者

に
よ
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
、
宮

崎
市
美
術
展
の
審

査
で
の
伊
藤
有
紀

恵
さ
ん
の
作
品
と

の
出
会
い
か
ら
、

作
品
の
特
徴
や
見

ど
こ
ろ
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

レ
ク
チ
ャ
ー
前
半
は
、
デ
ジ
タ
ル
作
画

や
、
セ
ロ
ハ
ン
の
貼
り
絵
で
制
作
し
た
伊

藤
さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て
、
パ
タ
ー
ン
の

繰
り
返
し
を
用
い
る
点
や
、
セ
ロ
ハ
ン
の

生
み
出
す
透
明
感
へ
の
こ
だ
わ
り
、
輪
郭

線
を
描
か
ず
に
作
画
す
る
こ
と
な
ど
の
特

徴
を
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
展

覧
会
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
最
新
作
《
い

ろ
ん
な　

ど
う
ぶ
つ
た
ち
》
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
シ
リ
ー
ズ
と
は
違
う
複
雑
な

表
現
が
展
開
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、

若
手
作
家
な
ら
で
は
の
一
作
ご
と
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
進
化
が
表
れ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。

レ
ク
チ
ャ
ー
後
半
は
展
示
室
に
移
動
し
、

一
点
ず
つ
の
作
品
か
ら
、
会
場
全
体
の
展

示
構
成
の
流
れ
ま
で
の
解
説
を
行
い
ま
し

た
。
伊
藤
さ
ん
の
作
品
の
持
つ
色
彩
の
豊

か
さ
や
、
セ
ロ
ハ
ン
の
透
明
感
の
美
し
さ

を
改
め
て
じ
っ
く
り
と
楽
し
み
つ
つ
作
品

を
鑑
賞
。
レ
ク
チ
ャ
ー
の
終
わ
り
頃
に
は
、

伊
藤
さ
ん
の
制
作
手
法
に
つ
い
て
も
、
さ

ら
に
皆
さ
ん
の
興
味
が
高
ま
っ
て
い
た
よ

う
で
し
た
。（
H
・
T
）	

【
参
加
人
数
20
人
】

2
0

1
6

.1
1

.9
-2

7

G
Ⅲ- vol.113

「
熊
本
市
現
代
美
術
館
所
蔵

作
品
よ
り 

被
災
作
品 

公
開

コ
ン
デ
ィ
シ
ョン
チ
ェッ
ク
展
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー

Ⅲ
で
の
1
1
3

回
目
の
企
画
と

し
て
、「
熊
本

市
現
代
美
術

館
所
蔵
作
品
よ

り　

被
災
作
品 

公
開
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ

ク
展
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
収

蔵
作
品
の
地
震

に
よ
る
被
害
が

一
点
ず
つ
ど
の

よ
う
な
状
態
な

の
か
を
確
認
・

公
開
す
る
こ

と
は
、
震
災
の
痕
跡
を
し
っ
か
り
と
記
録

し
残
す
こ
と
で
あ
り
、
収
蔵
館
が
行
う
大

事
な
業
務
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
た
こ

と
が
本
展
開
催
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
会

期
は
18
日
間
で
、
そ
れ
を
3
期
に
分
け
て

毎
週
展
示
替
え
を
行
い
、
で
き
る
だ
け
多

様
な
素
材
の
例
（
版
画
、
写
真
、
油
彩
画
、

日
本
画
、
生
人
形
、
綿
や
布
を
用
い
た
作

品
等
）
の
観
察
を
目
的
と
し
て
作
品
を
抜

粋
し
、
そ
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
た
。
出

品
作
品
に
は
、
荷
崩
れ
の
下
敷
き
に
な
っ

た
作
品
、
大
き
な
揺
れ
か
ら
額
が
歪
ん
だ

作
品
、
収
蔵
庫
の
空
調
設
備
の
故
障
に
よ

り
、
高
湿
度
の
環
境
に
数
日
間
置
か
れ
た

作
品
も
あ
り
ま
し
た
が
、
丁
寧
に
作
品
の

現
状
を
観
察
し
記
録
し
ま
し
た
。

地
元
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
熱
心
な
取
材
を

受
け
、
文
化
施
設
の
被
災
状
況
と
合
わ
せ
、

美
術
作
品
の
被
災
に
つ
い
て
も
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。（
H・T
）

2
0

1
6

.1
1

.3
0

–
2

0
1

7
.2

.2
6

G
Ⅲ-vol.114

熊
本
市
現
代
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

「
形
が
変
わ
る
こ
と
で
見
え

る
も
の（
見
え
な
い
も
の
）」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ⅲ
で
の
1
1
4
回
目
の
企

画
と
し
て
、
熊
本
市
現
代
美
術
館
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
「
形
が
変
わ
る
こ
と
で
見
え
る

も
の
（
見
え
な
い
も
の
）」
を
開
催
し
ま
し
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C
A
M
K
E
E
S
の
活
動

美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アC

A
M

K
EES

（
キ
ャ
ン
キ
ー
ス
）に
よ
る
活
動
紹
介

2
0

1
6

.1
0

.3
0

福
岡
市
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
交
流
会

福
岡
市
美
術
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
研
修
旅
行
で
当
館
へ
お
い
で
に
な
り
、

C
A
M
K
E
E
S
と
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
。
福
岡
市
美
術
館
は
当
館
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
同
士
の
交
流
が
あ
る
美
術
館
の
ひ
と
つ

で
、
当
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
旅
行
で
お
世

話
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
当

館
学
芸
員
か
ら
当
館
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
概
要
や
地
震
後
の
美
術
館

の
状
況
を
ご
説
明
し
、
そ
の
後
は
互
い
の

美
術
館
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
会
は
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
進
み
、
福
岡

市
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
用

意
し
て
き
た
く
ま
モ
ン
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
C
A
M
K
E
E
S
の
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。（
K
・
O
）	

【
参
加
人
数
37
人
】

2
0

1
6

.1
1

.1
9

C
A
M
K
読
み
が
た
り　

第
86
回

テ
ー
マ「
み
の
り
の
秋
」

「
み
の
り
の
秋
」
を
テ
ー
マ
に
、絵
本
『
ば

け
ば
け
は
っ
ぱ
』、『
さ
つ
ま
の
お
い
も
』
や
、

手
あ
そ
び
「
ど
ん
ぐ
り
ど
ん
ぐ
り
こ
ー
ろ

こ
ろ
」
な
ど
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
絵
本

『
い
ー
れ
ー
て
』
に
も
、
お
い
し
そ
う
な

食
べ
も
の
が
次
々
に
登
場
。
う
め
ぼ
し
が
、

お
に
ぎ
り
に
「
い
ー
れ
ー
て
」
と
言
う
と
、

お
に
ぎ
り
は
「
い
ー
い
ー
よ
」
と
答
え
ま

す
。
こ
ど
も
た
ち
も
「
い
ー
れ
ー
て
」
に

「
い
ー
い
ー
よ
」
と
声
を
合
わ
せ
て
笑
顔
で

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
手
袋
人
形
「
と
と

け
っ
こ
う
」
で
は
、
人
形
の
く
ま
ち
ゃ
ん

が
子
ど
も
た
ち
と
握
手
。
く
ま
ち
ゃ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
ジ
ブ
リ
展
を
見
に
行
く
の
よ
」

と
ウ
キ
ウ
キ
と
し
な
が
ら
皆
と
お
話
し
ま

し
た
。（
Y
・
M
）	

【
参
加
人
数
34
人
】

2
0

1
6

.1
2

.1
7

C
A
M
K
読
み
が
た
り　

第
87
回

テ
ー
マ「
ク
リ
ス
マ
ス
」

12
月
の
テ
ー
マ
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
」。

読
み
が
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
や
館
ス

タ
ッ
フ
も
サ
ン
タ
帽
を
か
ぶ
り
、
ク
リ
ス

マ
ス
気
分
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
今
回
ご

紹
介
し
た
本
は
、
大
型
絵
本
『
す
て
き
な

三
に
ん
ぐ
み
』、
紙
芝
居
『
み
つ
ご
の
こ
ぶ

た
の
ク
リ
ス
マ
ス
』
な
ど
な
ど
。
写
真
絵

本
『
き
ら
き
ら
』
は
、
様
々
な
表
情
を
持

つ
雪
の
結
晶
が
堪
能
で
き
る
一
冊
で
、
雪

の
写
真
が
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
の
「
き
れ
い

だ
ね
」「
天
か
ら
降
っ
て
き
た
星
み
た
い
」

と
い
う
言
葉
と
合
わ
さ
る
と
、
不
思
議
と

あ
た
た
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
最

後
の「
ち
い
さ
な
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」は
、

動
物
に
合
わ
せ
た
サ
イ
ズ
の
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
を
描
く
手
遊
び
で
、
み
ん
な
立
ち

上
が
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
も

大
盛
況
の
読
み
が
た
り
と
な
り
ま
し
た
。

（
K
・
O
）	

【
参
加
人
数
57
人
】

2
0

1
7

.1
.7

C
A
M
K
読
み
が
た
り　

第
88
回

テ
ー
マ「
日
本
の
お
は
な
し
」

今
月
の
テ
ー
マ
は
「
日
本
の
お
は
な

し
」。
今
回
は
手
袋
人
形
「
一
羽
の
こ
と
り

さ
ん
」、
絵
本
『
お
お
さ
む
こ
さ
む
』、
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
（
紙
人
形
劇
）「
十
二
支
の
は
じ

ま
り
」な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
絵
本『
お

も
ち
の
き
も
ち
』
で
は
、
お
餅
が
ぺ
っ
た

ん
ぺ
っ
た
ん
と
つ
か
れ
て
「
か
わ
い
そ
う

…
」
と
つ
ぶ
や
く
子
も
い
ま
し
た
。
お
な

じ
み
お
手
玉 「
ぎ
っ
ち
ょ
ぎ
っ
ち
ょ
」で
は
、

お
手
玉
を
使
っ
て
新
年
の
幸
福
を
願
っ
て

大
人
も
子
ど
も
も
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し

た
。
年
明
け
最
初
の
読
み
が
た
り
は
、
お

正
月
の
雰
囲
気
い
っ
ぱ
い
の
内
容
と
な
り

ま
し
た
。（
K
・
O
）	

【
参
加
人
数
47
人
】 

上
映
リ
ス
ト
（
10
／
24
～
12
／
26
）
※
2
0
1
7
年
1
月
2 

・ 

9
日
は
休
止

10
月
24
日
『
パ
リ
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
1
9
6
5
年　

フ
ラ
ン
ス
映
画　

95
分

10
月
31
日
『
陽
気
な
幽
霊
』
1
9
4
5
年　

イ
ギ
リ
ス
映
画　

92
分

11
月
7
日
『
遠
く
の
空
に
消
え
た
』
2
0
0
7
年　

日
本
映
画　

1
4
4
分

11
月
14
日
『
う
つ
く
し
い
ひ
と
』
2
0
1
6
年　

日
本
映
画　

39
分

＊
チ
ャ
リ
テ
ィ
上
映
会
（
主
催
：
菊
池
川
流
域
さ
ら
くnet.　

共
催
：
熊
本
市
現
代
美
術
館　

協
力
：
く
ま
も
と
映
画
製
作
実
行
委
員
会
）

11
月
21
日
『
ボ
ル
ベ
ー
ル
〈
帰
郷
〉
』
2
0
0
6
年　

ス
ペ
イ
ン
映
画　

1
2
0
分

11
月
28
日
『
私
の
頭
の
中
の
消
し
ゴ
ム
』
2
0
0
4
年　

韓
国
映
画　

1
1
7
分

【
特
集
】
追
悼 

キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
監
督

12
月
5
日
『
友
だ
ち
の
う
ち
は
ど
こ
?
』
1
9
8
7
年　

イ
ラ
ン
映
画　

83
分

12
月
12
日
『
そ
し
て
人
生
は
つ
づ
く
』
1
9
9
2
年　

イ
ラ
ン
映
画　

95
分

12
月
19
日
『
オ
リ
ー
ブ
の
林
を
ぬ
け
て
』
1
9
9
4
年　

イ
ラ
ン
映
画　

1
0
4
分

12
月
26
日
『
ラ
イ
ク
・
サ
ム
ワ
ン
・
イ
ン
・
ラ
ブ
』
2
0
1
2
年　

日
本
＝
フ
ラ
ン
ス
映
画　

1
0
9
分

月
曜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
上
映
報
告
毎
週
月
曜
日
14
時
・
17
時
よ
り　

無
料
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街
な
か
子
育
て
ひ
ろ
ば

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す

2
0

1
6

.1
1

.1
7

11
月
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
お
は
な
し
会
と
親
子
あ
そ
び
」

11
月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
読
み
が

た
り
で
お
な
じ
み
の
「
お
は
な
し
ポ
ッ
ト
」

さ
ん
を
お
招
き
し
て
、「
お
は
な
し
会
と
親

子
あ
そ
び
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
み

ん
な
で
楽
し
く
歌
を
歌
っ
て
、
緊
張
を
と

き
ほ
ぐ
し
ま
す
。
続
い
て
、『
だ
る
ま
さ
ん

の
』
や
『
や
さ
い
さ
ん
』
な
ど
の
絵
本
を

読
み
ま
し
た
。
お
は
な
し
の
展
開
が
気
に

な
り
、
絵
本
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め

る
子
ど
も
た
ち
の
ま
な
ざ
し
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
さ
ら
に
、
季
節
は
秋
と
い

う
こ
と
で
、
み
ん
な
で
お
芋
ほ
り
を
す
る

2
0

1
6

.1
2

.1
5

12
月
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
親
子
で
挑
戦
！！

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」

前
回
た
い
へ
ん
好
評
だ
っ
た
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
再
登
場
！
講
師
に
は
、

「
花
番
地
」
店
主
の
荻
野
厚
子
さ
ん
を
お
招

き
し
、
こ
の
時
期
に
ピ
ッ
タ
リ
の
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
伝
授
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
使
っ
た
花
材
は
、
サ
ン
ゴ

ミ
ズ
キ
、
バ
ラ
、
ガ
ー
ベ
ラ
、
デ
ン
フ
ァ
レ
、

サ
ン
キ
ラ
イ
、
ヒ
ゴ
ノ
ス
ギ
、
松
ぼ
っ
く

り
の
7
種
類
。
全
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
仕

上
げ
る
コ
ツ
や
、
サ
ン
ゴ
ミ
ズ
キ
に
リ
ボ

ン
の
飾
り
を
つ
け
て
ツ
リ
ー
に
見
立
て
る

テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
、
細
や
か
で
具
体
的
な

こ
と
に
。
お

芋
畑
は
な
ん

と
エ
プ
ロ
ン

の
中
！
全
員

で
「
よ
っ
こ

い
し
ょ
！
」

と
声
を
合
わ

せ
て
、
紐
を

ひ
っ
ぱ
る
と

…
？
大
収
穫

に
子
ど
も
た

ち
も
大
喜
び

で
す
。
そ
の

後
も
シ
フ
ォ
ン
布
や
、
手
ぶ
く
ろ
指
人
形

を
使
っ
た
遊
び
を
行
い
、
盛
り
だ
く
さ
ん

な
一
日
で
し
た
。
朝
晩
の
冷
え
込
み
も
厳

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
親
子
で

ア
ド
バ
イ
ス

を
も
と
に
、

思
い
思
い
の

作
品
を
仕
上

げ
て
い
き
ま

し
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

中
は
、
子
育

て
サ
ポ
ー
ト

の
方
々
に
子

ど
も
た
ち
を
見
て
い
て
も
ら
う
こ
と
も
で

き
る
の
で
、
み
な
さ
ん
安
心
し
て
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
花
の
種
類
や
飾
り
を
変
え
て
、

季
節
ご
と
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
し
た
。（
K
・
O
）

	

【
参
加
人
数
21
人
】

た
く
さ
ん
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
遊
び
、

心
も
体
も
ほ
っ
と
温
ま
る
時
間
と
な
り
ま
し

た
。（
K
・
M
）	

【
参
加
人
数
26
人
】

2
0

1
6

.1
2

.2
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-2
0
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.1
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今
田
淳
子　

H
I
G
O-

R
O
C
K
! 

H
I
G
O-

R
O
C
C
A
!　

第
4
弾

肥
後
山
茶
花
公
開

熊
本
在
住
の
現
代
美
術
家
・
今
田
淳
子
さ
ん
に
よ
る
肥
後

六
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
H
I
G
O-

R
O
C
K
! 

H
I
G
O-

R
O
C
C
A
!
」
の
第
4
弾
、肥
後
山
茶
花
を
公
開
し
ま
し
た
。
こ

の
作
品
に
は
、
今
春
に
一
般
公
募
し
て
市
民
の
皆
様
に
ご
寄
贈
い

た
だ
い
た
古
着
物
が
素
材
の
一
部
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
現
在
募
集
は
終
了
）

肥
後
山
茶
花
の
う
ち
、「
大
錦
」
と
い
う
品
種
を
テ
ー
マ
に
花
を

制
作
。
ふ
ん
わ
り
と
満
開
に
咲
き
誇
る
花
の
中
か
ら
、
か
わ
い
い

女
の
子
が
ぴ
ょ
ん
と
元
気
に
飛
び
出
て
き
た
か
の
よ
う
な
躍
動
感

あ
る
作
品
で
す
。

作
品
に
隠
れ
た
キ
リ
ン
の
モ
チ
ー
フ
は
、
熊
本
動
植
物
園
の
マ

サ
イ
キ
リ
ン
「
ラ
ン
」
へ
の
追
悼
の
想
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
長
生
き
し
て
4
頭
の
子
供
を
産
ん
だ
「
ラ
ン
」
の
、

女
性
な
ら
で
は
の
た
く
ま
し
さ
と
、母
性
愛
も
重
な
っ
て
き
ま
す
。

「
山
茶
花
の
花
言
葉
は
、『
永
遠
の
愛
』、『
困
難
に
立
ち
向
か
う
』

で
す
。
生
と
死
の
交
錯
す
る
時
空
で
、
何
事
に
も
優
先
し
て
考
え

ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
今
、『
大
錦
』
の
花
を
胸
に

人
生
を
選
択
し
、
強
く
前
進
し
ま
し
ょ
う
。」（
作
家
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
）（
H
・
T
）

本シリーズの作品は、以下の展覧会で全点公開されます。

「開館15周年記念　誉
ほまれ

のくまもと展」
 会期：2017年9月16日（土）－11月26日（日）（予定）



1 0

2
0

1
6

.1
1

.1
0

コ
ー
ダ
ヨ
ー
コ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

「
お
面
を
つ
く
ろ
う
」

熊
本
市
立
西
原
小
学
校
支
援
学
級
の
皆

さ
ん
が
、
熊
本
市
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
・
コ
ー
ダ
ヨ
ー
コ
さ
ん
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

ず
は
お
面
に
と
め
バ
ン
ド
を
付
け
る
作
業

か
ら
。
お
面
を
顔
に
当
て
な
が
ら
、
バ
ン

ド
の
位
置
を
決
め
、
ア
ク
リ
ル
絵
具
を
使
っ

て
色
塗
り
を
し
ま
す
。「
デ
ザ
イ
ン
ど
お
り

に
色
を
塗
っ
て
も
い
い
し
、
気
持
ち
が
変

わ
っ
た
ら
違
う
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
も
い
い

で
す
よ
」
と
い
う
コ
ー
ダ
さ
ん
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
、
み
な
さ
ん
自
由
な
気
持
ち
で
取

り
組
め
た
よ
う
で
す
。
完
成
し
た
お
面
を

つ
け
て
集
合
写
真
。
個
性
的
な
お
面
が
た

く
さ
ん
完
成
し
ま
し
た
！
（
Mi
・
I
）

	

【
参
加
人
数
28
人
】

2
0

1
6

.1
2

.2

コ
ー
ダ
ヨ
ー
コ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
く
ろ
う

―
い
ろ
ん
な
か
た
ち
」熊

本
市
立

城
北
小
学
校

支
援
学
級
の

皆
さ
ん
を
対

象
に
、
コ
ー

ダ
ヨ
ー
コ

さ
ん
に
よ

る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
ま
し

た
。 

テ
ー
マ

は
「
同
じ
で

は
な
い
、
い
ろ
ん
な
形
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

お
も
し
ろ
い
」。
好
き
な
形
の
木
片
を
選
び
、

そ
こ
に
ア
ク
リ
ル
絵
具
で
顔
を
描
い
て
い

き
ま
す
。
肌
、
髪
の
毛
、
顔
と
順
々
に
描

き
加
え
て
い
く
と
、
木
片
か
ら
様
々
な
顔

2
0

1
6

.1
1

.1
2

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
絵
描
き
の
ア
ド
ち
ゃ
ん
と

顔
は
め
看
板
で
遊
ぼ
う
」

熊
本
市
北
区
の
こ
ど
も
ま
つ
り
で
、
北

区
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ア
ド
さ
ん
と

一
緒
に
、
顔
は
め
看
板
の
お
絵
描
き
を
し

て
楽
し
い
写
真
を
撮
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
ま
し
た
。
看
板
に
は
、
北
区
の

花
・
ひ
ま
わ
り
が
咲
き
乱
れ
る
中
に
、
ア

ド
さ
ん
が
得
意
と
す
る
ガ
ゼ
ル
、
ゴ
リ
ラ
、

ハ
イ
エ
ナ
、
ダ
チ
ョ
ウ
と
い
っ
た
ア
フ
リ

カ
の
動
物
た
ち
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
参

加
者
に
は
、
花
、
昆
虫
、
小
さ
な
動
物
な

ど
を
描
き
加
え
て
も
ら
っ
て
顔
は
め
を
し

て
も
ら
い
、
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
完
成
し
た
看
板
は
北
区
役

所
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
設
置
さ
れ
、
し
ば

ら
く
の
間
置
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

顔
は
め
し
て
遊
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
！

（
Mi
・
I
）	

【
参
加
人
数
3
0
0
人
】

や
表
情
が
表
れ
ま
し
た
！
で
き
あ
が
っ
た

み
ん
な
の
顔
は
、
素
敵
な
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

に
な
っ
て
学
校
に
届
け
ら
れ
ま
す
。（
M
・

I
）	

【
参
加
人
数
19
人
】

講師のアーティストとともに美術館をとび出し、
学校などで実演やワークショップを行っています。

10.25 城山小［6年生139名］	 声楽WS 福嶋由記　ほか
10.27 春竹小［全学生540名］	 声楽WS 福嶋由記　ほか
11.11 弓削小［全学年338名］	 現代邦楽C 松下知代　ほか
11.11 壺川小［全学年407名］	 弦楽アンサンブルC 熊本ミュージックアーティスト
11.25 桜山中［全学年170名］	 声楽WS 福嶋由記　ほか
11.30 城東小［全学年223名］	 現代邦楽C 松下知代　ほか
12.02 健軍小［全学年660名］	 現代邦楽C 松下知代　ほか

芸術文化出張講座
日付	 学校名［学年・参加人数］	 内容	 講師

WS…ワークショップ　

C…コンサート

現代邦楽C

声楽WS

弦楽アンサンブルC



11

「ジブリの立体建造物展」
■予想以上に良かったです。（市外50代女性）

■ジブリの細部までの建築・建材までとても
興味深く知ることができました。

 （市外50代女性）

■現場の方の講演では、毎回裏話が聞けるの
で面白いです。（市内20代男性）

■キャプションもとても興味深く、絵も一枚一
枚じっくりと眺めることができてとっても気に
入りました、また来たいです。（市外40代女性）

■1つ1つの作品が、時間をかけて丁寧に作られ
ていることがよく分かり、また、見るときの見
方が変わり何回も見てみたくなった。とても
奥が深いことが分かった。（市内40代女性）

■東京で開催されていた本展をまさか熊本で
観られるなんて！！とてもうれしかったです。
（市外女性）

■見応えがありました。素晴らしかったです。
感動です。（市内70代女性）

 V i s i t o r ’s  l e t t e r アンケートに寄せられた感想（抜粋）を紹介します

東
弘
治
銅
版
画
展

な
か
お
画
廊

熊
本
市
東
区
佐
土
原
1ｰ

1
3ｰ

2

☎
0
9
6ｰ

3
6
8ｰ

9
5
6
2

2016.11.12-20

熊
本
で
活
躍
し
て
い
る
銅
版
画

家
・
東
弘
治
さ
ん
の
展
覧
会
。
作
家

に
よ
っ
て
刻
ま
れ
た
説
得
力
の
あ
る

線
は
、
作
家
の
心
の
中
の
物
語
を
、

風
や
温
度
、
手
触
り
ま
で
織
り
込
ん

で
、
生
ま
れ
育
っ
た
風
景
の
中
に
居

る
よ
う
な
懐
か
し
さ
と
リ
ア
リ
テ
ィ

を
も
っ
て
見
せ
て
く
れ
た
。
会
場
を

一
巡
り
し
た
こ
ろ
に
は
、
ま
る
で
鳥

に
な
っ
て
、
作
家
の
心
の
底
の
風
景

に
立
ち
会
っ
て
い
た
か
の
様
な
不
思

議
な
感
覚
に
包
ま
れ
た
。
会
場
に
は

制
作
時
期
の
違
う
様
々
な
テ
ー
マ
の

銅
版
画
作
品
が
並
び
、
年
ご
と
に
深

ま
る
作
品
世
界
を
楽
し
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
た
。
ま
た
会
場
に
は
、
版

画
作
品
だ
け
で
な
く
制
作
に
欠
か
せ

な
い
ニ
ー
ド
ル
や
銅
板
な
ど
も
展
示

さ
れ
て
い
た
。
遠
方
か
ら
も
多
く
の

方
が
来
ら
れ
て
い
た
。
2
年
後
に
展

覧
会
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
今
か
ら
新
作
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。（
K
・
O
）

A R T  D E  G YA N
アート・どぎゃん

熊本弁で「アートはどうなの？」という意味です

ART KISS LETTER アート ・キッスレター

v o l . 8 0 早 春 号（ 2017年2月） 【無料】
発行人：桜井武
編　集：佐々木玄太郎　大田黒翔代
デザイン：石井克昌（ MOTOSHIKI）
印　刷：シモダ印刷
発　行：熊本市現代美術館
http : //www.camk .or. jp
〒860‐0845　熊本市中央区上通町2‐3
電話 096‐278‐7500　FAX 096‐359‐7892 

【 次 号 は 初 夏 号（ 5 月 発 行 予 定 ） 】

[執筆者一覧］＊原稿の文末にイニシャル表記
冨澤治子（H・T）［熊本市現代美術館主任学芸員］

坂本顕子（A・S）［熊本市現代美術館主任学芸員］

佐々木玄太郎（G・S）［熊本市現代美術館学芸員］

池澤茉莉（M・I）［熊本市現代美術館学芸員］

岩﨑美千子（Mi・I）［熊本市現代美術館学芸員］

丸吉ゆかり（Y・M）［熊本市現代美術館学芸アシスタント］

大田黒翔代（K・O）［熊本市現代美術館学芸アシスタント］

村上綾（A・M）［熊本市現代美術館学芸アシスタント］
三浦和紗（K・M）［熊本市現代美術館学芸アシスタント］

編集後記
おかげさまで、かつてない大盛況となった

「ジブリの立体建造物展」。たくさんの方にご
来場いただきうれしい反面、どうしても週末
の会場内は混雑してしまい、一点一点をゆっく
りご覧いただくのが難しい状態になってしまっ
たのは申し訳なかったところです。終盤に一日
8000 人（！）の来場者があったときはさすが
に驚きましたが、それでも何とかパンクせずに
無事故で過ごすことができたのは、きっと今
回の運営で少しはスタッフも鍛えられ成長し
たのかと…。

編集長　佐々木玄太郎

今年のアートパレード展は、地震の影響に
よる出品者減を心配していましたが、10 代か
ら 80 代まで幅広く多くの方にご参加いただ
き、約 270 点ものご出品がありました。想い
の詰まった作品の数々に、スタッフ一同、楽
しみながら展示させていただきました。また、
同時開催のシルバー作品展では、90 代の方
の作品も見られ、元気の秘訣は熱心になれる
趣味を持つことなんだなぁとしみじみ感じまし
た。

担当　大田黒翔代

ART KISS LETTER vol.80

A K L

小
さ
い
頃
、
体
調
を
崩
し
て
何
度
か
入

院
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
点
滴
に
つ

な
が
れ
た
体
は
自
由
が
き
か
ず
、
遊
び
に

も
行
け
な
い
し
食
べ
た
い
も
の
も
食
べ
ら

れ
な
い
。
た
だ
ひ
た
す
ら
、
白
い
天
井
に

つ
い
た
染
み
を
眺
め
て
過
ご
し
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
「
病
院
」
と
い
う
と
、
得
て
し
て
暗
い

イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
が
ち
で
す
が
、
そ
う
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
よ
う
な
取
り
組
み
が

こ
の
本
の
中
で
は
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

舞
台
は
徳
島
の
大
学
病
院
。
新
し
く
で
き

た
病
棟
に
、
小
さ
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
つ
く

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
、
付
き
添
い
の
人
、
病
院

で
働
く
ス
タ
ッ
フ
、
ま
た
は
病
院
に
用
事

は
な
い
け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
み
た

だ
け
の
人
―
そ
の
場
に
集
う
多
様
な
人
々

に
「
ち
ょ
う
ど
よ
い
距
離
感
」
で
寄
り
添

う
こ
と
の
で
き
る
空
間
を
つ
く
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
か
。
そ
の
思
考
と
実
践
の

過
程
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
筆
す
べ
き

は
、
そ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
る
作

品
は
、
美
大
に
通
う
学
生
が
授
業
で
作
っ

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
素
朴

で
く
す
っ
と
笑
え
る
彼
ら
の
作
品
は
、
き
っ

と
今
も
病
棟
の
雰
囲
気
を
和
ま
せ
て
い
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「
医
療
」
と
「
ア
ー
ト
」
と
い
う
異
な

る
分
野
の
事
物
が
融
合
し
、
人
々
に
何
ら

か
の
影
響
を
与
え
た
本
書
の
例
の
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
社
会
に
は
あ
っ
と
驚
く
よ
う

な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
と
き
、
私
た
ち

も
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
楽
し

ん
で
受
け
入
れ
て
い
き
た
い
も
の
で
す

ね
。（
K
・
M
）

ホ
ー
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら

お
す
す
め
の
一
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す

ホ
ー
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
の
お
便
り

編者：坂東孝明
出版：武蔵野美術大学出版局
2016年

『
ホ
ス
ピ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』

VOL.31



藤
森
さ
ん

か
ら
は
、

ビ
ル
の
上

の
緑
化

計
画
な
ど

が
提
案
さ

れ
、
そ
こ

か
ら
人
の

生
活
と
自
然
の
関
わ
り
方
に
ま
で
話
は
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
一
方
、
青
木
さ
ん

か
ら
は
、「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
シ
ー
ン
な
ど
も
参
照
し
な
が
ら
、

「
人
は
土
か
ら
は
逃
げ
ら
れ
な
い
」
と
い
う

考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

後
半
は
、
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
の
妄
想

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
ま
ち
の
未

来
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
会
場

か
ら
は
「
地
震
の
と
き
に
は
壁
が
外
に
倒

れ
る
、
新
し
い
構
造
の
建
物
」
や
「
必
要

な
の
は
建
物
よ
り
も
大
き
な
原
っ
ぱ
！
」

な
ど
、
発
想
を
転
換
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
提

案
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
パ

ネ
ラ
ー
の
提
案
し
た
保
育
園
構
想
に
刺
激

を
受
け
て
、「
世
代
を
つ
な
ぐ
保
育
」
と
い
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
関
わ
る
ア

イ
デ
ア
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

地
震
に
よ
っ
て
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
た
生
活
の
前
提
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た

現
在
。
し
か
し
そ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、

普
段
は
意
識
も
し
て
い
な
か
っ
た
自
分
た

ち
の
生
き
方
そ
の
も
の
を
根
本
か
ら
考
え

直
し
、
新
た
な
社
会
の
あ
り
方
を
構
想
で

き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
生
ま
れ
た

大
胆
な
発
想
の
数
々
と
、
そ
れ
を
起
点
に

交
わ
さ
れ
た
議
論
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
を

感
じ
ら
れ
た
妄
想
会
議
で
し
た
。（
G
・
S
）

	

【
参
加
人
数
60
人
】
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ジ
ブ
リ
の
立
体
建
造
物
展

2
0

1
6

.1
1

.1
3

「
熊
本
の
建
物
の
こ
れ
か
ら
」シ
リ
ー
ズ
①

講
演
会「
熊
本
城
の
こ
れ
か
ら
」

「
ジ
ブ
リ
の
立
体
建
造
物
展
」
の
関
連
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
連
続
ト
ー
ク
「
熊
本
の

建
物
の
こ
れ
か
ら
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
本
展
を
機
に
熊
本
の
ま
ち
の
建
物
に

目
を
向
け
、
そ
の
未
来
を
考
え
て
い
こ
う

と
い
う
こ
の
シ
リ
ー
ズ
。
第
一
回
は
「
熊

本
城
の
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
て
、
熊
本
城

調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
の
網
田
龍
生
さ
ん
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
地
震
を
受
け
た
熊
本

城
の
現
状
と
、
こ
れ
か
ら
の
復
旧
計
画
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
一
般
の
方
は
立
入
不
可
能
な
区
域

も
含
め
、
数
多
く
の
現
場
写
真
を
見
な
が

ら
被
害
と
対
応
の
状
況
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。
直
接
は
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
お
城
の
様
子
に
、
来
場
者
の
皆
さ

ん
も
じ
っ
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
余
震

に
よ
っ
て
崩
落
し
た
石
垣
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
石
垣
が
ど
の
く
ら
い
危

険
な
状
態
で
あ
る
か
は
判
断
が
非
常
に
困

難
で
あ
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
文
化
財
と

し
た
。
身
近
な
熊
本
の
住
ま
い
に
関
す
る

話
題
に
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
も
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。（
A
・
M
）

	

【
参
加
人
数
35
人
】

2
0

1
6

.1
2

.4

「
熊
本
の
建
物
の
こ
れ
か
ら
」シ
リ
ー
ズ
③

妄
想
会
議 

～
建
物
ス
ペ
シ
ャ
ル
～

「
熊
本
の
建
物
の
こ
れ
か
ら
」
の
第
三
回

と
し
て
、「
妄
想
会
議 

～
建
物
ス
ペ
シ
ャ
ル

～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
あ
え
て
地
に
足

を
付
け
ず
に
、
自
由
な
発
想
で
熊
本
の
未

来
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
こ
の
「
妄
想

会
議
」。
今
回
は
、
展
覧
会
の
監
修
者
・
藤

森
照
信
さ
ん
と
企
画
者
・
青
木
貴
之
さ
ん

を
特
別
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
ジ
ブ
リ
作
品
の

世
界
を
ヒ
ン
ト
に
熊
本
の
建
物
の
こ
れ
か

ら
を
考
え
ま
し
た
。

前
半
は
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
の
妄
想
披
露
。

「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た

「
動
く
熊
本
城
」
や
、
ま
ち
の
地
下
に
「
熊

本
市
地
下
区
」
を
作
っ
て
し
ま
お
う
と
い

う
構
想
な
ど
、
さ
っ
そ
く
奇
想
天
外
な
ア

イ
デ
ア
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
建
築
の
中

に
植
物
を
取
り
込
む
こ
と
を
試
み
て
き
た

し
て
保
全
す
る
こ
と
と
、
一
般
公
開
時
の

安
全
性
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
の
難
し
さ
に

つ
い
て
も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。
地
震
を
受

け
多
く
の
損
傷
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
同

時
に
、
被
災
前
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
様
々

な
こ
と
が
目
に
見
え
る
状
態
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

被
災
状
況
と
そ
れ
へ
の
対
策
・
対
応
の

現
状
を
学
ぶ
た
め
、
熊
本
城
に
は
他
地
域

か
ら
も
視
察
チ
ー
ム
が
頻
繁
に
訪
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
熊
本
城
の
今
後
の
安
全
対

策
は
、
他
地
域
の
重
要
な
参
考
事
例
と
な
っ

て
い
く
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
20
年
後
を
目

標
に
復
旧
を
行
っ
て
い
く
熊
本
城
。
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
意
味
は
も
ち
ろ
ん
、

文
化
財
の
保
全
の
あ
り
方
と
い
う
側
面
か

ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。（
G
・
S
）	

	
【
参
加
人
数
40
人
】

2
0

1
6

.1
1

.2
7

「
熊
本
の
建
物
の
こ
れ
か
ら
」シ
リ
ー
ズ
②

講
演
会「
城
下
町
の
こ
れ
か
ら
」

「
熊
本
の
建
物
の
こ
れ
か
ら
」
の
第
二
回

と
し
て
、
新
町
古
町
町
屋
研
究
会
の
宮
本

茂
史
さ
ん
・
長
野
聖
二
さ
ん
と
、
新
町
古

町
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
吉
野
徹
郎
さ
ん

の
計
3
名
を
お
迎
え
し
て
、
熊
本
の
城
下

町
で
あ
る
新
町
と
古
町
の
建
物
の
魅
力
や
、

地
震
後
の
そ
の
保
存
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
長
野
さ
ん
か
ら
、
街
並
み
や

町
屋
の
建
築
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
新
町
古
町
で
は
、
区
画
の
変
化
は

ほ
ぼ
な
く
、明
治
、大
正
、昭
和
と
レ
イ
ヤ
ー

が
重
な
っ
て
い
く
よ
う
に
で
き
て
い
る
と

い
う
町
の
つ
く
り
か
ら
、
町
屋
の
定
義
や
、

同
地
区
の
建
築
的
な
特
徴
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
改
築
で
お
し
ゃ

れ
に
変
わ
っ
た
町
屋
が
活
用
さ
れ
て
い
る

例
も
紹
介
さ
れ
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
町

屋
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

続
い
て
宮
本
さ
ん
か
ら
は
、
新
町
古
町

町
屋
研
究
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
身
も
新
町
生
ま

れ
で
建
設
業
を
営
む
か
た
わ
ら
、
町
屋
の

調
査
や
所
有
者
と
の
交
流
に
始
ま
り
、
町

屋
の
お
そ
う
じ
体
験
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
、
空
家
の
活
用
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

市
電
の
敷
石
の
再
利
用
ま
で
、
家
屋
の
所

有
者
や
有
志
と
の
充
実
し
た
10
年
の
歩
み

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
宮
本
さ
ん
は
「
目

標
が
あ
っ
て
や
る
と
い
う
よ
り
、
頼
ま
れ

た
こ
と
に
応
え
て
き
た
か
ん
じ
で
す
」
と

語
ら
れ
、
柔
軟
な
姿
勢
が
様
々
な
活
動
に

つ
な
が
っ
て
い
く
様
子
が
窺
え
ま
し
た
。

最
後
に
吉
野
さ
ん
は
、
熊
本
地
震
後
、
避

難
生
活
を
過
ご
す
な
か
で
発
想
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
お
せ
っ
か
い
し
隊
」
の
活
動

を
紹
介
。
新
町
古
町
を
中
心
と
し
て
活
動

を
行
い
、
復
興
支
援
と
し
て
家
の
片
付
け

を
手
伝
う
だ
け
で
は
な
く
、
補
修
で
き
る

部
分
な
ど
を
伝
え
て
適
切
な
処
置
が
で
き

る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
す

る
な
ど
、

建
物
も
人

の
気
持
ち

も
前
向
き

に
す
る
活

動
を
展
開

さ
れ
て
い

る
こ
と
を

お
話
し
い

た
だ
き
ま
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